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研究成果の概要（和文）：〈ゴミ箱ロボット〉に代表されるような、他者のアシストを上手に引き出しながら、
合目的的な行為を遂行する関係論的な行為方略を備えるロボット(=関係論的なロボット)の概念を多様な領域に
展開し、そのプロトタイプを提案・構築した。例えば、(a)モジモジしながらティッシュを手渡そうとするロボ
ット〈iBones〉、(b)子どもたちの世話を引き出しながら、その学びの場を構成するロボット〈トーキング・ボ
ーンズ〉、(c)一緒に手をつなぎながら歩くロボット〈マコのて〉などである。それぞれの研究成果について
は、論文投稿や国際会議・国内学会等で研究発表を行い、数多くの賞を受賞している。

研究成果の概要（英文）：We have been building various type of sociable creatures, we call "weak 
robots" such as sociable trash box, iBones, Talking-Ally, Talking-Bones, Makono-te. They have some 
weakness or incompleteness in their nature that leads to create a world where people and robots can 
collaborate and coexist. And our "weak robots" are able to be used  in social contexts such as a 
novel interface for autonomous cars, a learning environment for children and multiparty 
conversational creatures as social mediators.

研究分野： 社会的ロボティクス

キーワード： 弱いロボット　関係論的なロボット　社会的相互行為
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１．研究開始当初の背景 
近年、人とロボットとのインタラクション

を扱うHRI(Human-Robot Interaction)研究や
ソーシャル・ロボティクスの分野は、工学的
なロボティクスの垣根を越えて、社会的相互
行為論や発達心理学などと相互交流しなが
ら学際的な研究へと発展しつつある。 
申請者らも、生態心理学や発達心理学の観

点を人とロボットとのインタラクションに
適用する仕事に早くから関心を持ち、ソーシ
ャルなロボット〈Muu〉の構築とその子ども
たちとの関わりについての研究を進めてき
た。その中で特に着目してきたのは、乳幼児
の備える関係論的な行為方略とその養育者
との関係発達のプロセスについてである。 
乳幼児は一人では何もできないような弱

い存在にも関わらず、養育者からのアシスト
を上手に引き出しながら、結果としてミルク
を手に入れ、行きたいところに移動できてし
まう。こうした他力本願ともいえる方略は、
自分の力だけで行おうとする個体能力的な
ものに対して、関係論的な行為方略と呼ばれ
ている。一方で、子どもの世話をする中で、
その養育者も一緒に成長していたという関
係発達論の考え方も知られている。 
本研究は、上記の乳幼児のもつ関係論的な

行為方略を手掛かりに、これらの方略を備え
る関係論的なロボットの構築とそれに関わ
る人との関係発達やコミュニケーションの
プロセス、各応用領域での効用を明らかにし
ようとするものである。 
 
２．研究の目的 
上記の背景に鑑み、本研究では、①他者の

アシストを上手に引き出しながら、合目的的
な行為を遂行する関係論的な行為方略を備
えたロボット(=関係論的なロボット)の概念
を多様な領域に展開し、そのプロトタイプを
構築すること、②これらの研究プラットフォ
ームにより、(a)どのような条件下で他者の
アシストを引き出せるのか、(b)その間でど
のようなコミュニケーションが生じるのか、
(c)人とロボットとの関係発達の様相はどの
ようなものかを構成的に明らかにすること、
③これらの知見を総合し、関係論的なロボッ
トの理論的基盤と技術的基盤とを整理し、各
応用領域に展開することを主な目的とした。 
 
３．研究の方法 
初年度(平成 26 年度)は、他者のアシスト

を上手に引き出しながら、結果として合目的
的な行為を遂行する関係論的なロボットの
概念をさらに多くの領域でも検討し、各領域
での個別性、全体の共通性を把握した上で、
関係論的なロボットの理論的基盤、技術的基
盤の確立に向けた準備を行うこととした。 
具体的には、まず先行研究で個別に開発し

てきた 5つのタイプのロボットを、関係論的
なロボットの観点から整理し、本研究課題に
おける研究プラットフォームとして要素技

術を整える。次に、人はなぜ他者からの協力
を引き出せるのかは、まだ十分に明らかでは
ないことから、本研究では、ゴミ箱ロボット
はなぜ子どもたちのアシストを引き出せる
のか、Talking-Ally はなぜ聞き手からの支え
を引き出せるのかなど、関係論的なロボット
と人との関係形成に関する理論的基盤を多
面的に整理する。特に、この人の行動を思わ
ず揺り動かす「関係場」には、どのようなタ
イプがあり、どのような条件下で生じるのか
を各領域のロボットの振る舞いを統制しな
がら、構成的に明らかにする。 
平成 27～29 年度では、各領域のロボット

と人とが相互の志向性を共有していく上で
必要な調整機構の構築とその検証を行う。そ
こで、どのようなコミュニケーションが生じ
ているかを構成的に明らかにする。また関係
論的なロボットと人との高度な連携や関係
発達を可能とするロボットの学習機構を構
築し、その関係発達のタイプやプロセスを構
成的に探る。最後に、これまでの知見を総合
して理論的基盤や技術的基盤を確立し、その
効用を整理しながら各応用領域に展開する
こととした。 
 
４．研究成果 
〈ゴミ箱ロボット〉に代表されるような、他
者のアシストを上手に引き出しながら、合目
的的な行為を遂行する関係論的な行為方略
を備えるロボット(=関係論的なロボット)の
概念を多様な領域に展開し、そのプロトタイ
プや研究プラットフォームを構築した。 
具体的には、(a)モジモジしながらティッ

シュを手渡そうとするロボット〈iBones〉、
(b)聞き手のアシストを上手に引き出しなが
ら、一緒に発話内容やタイミングを組織する
ロボット〈トーキング・アリー〉、(c)子ども
たちの世話を引き出しながら、その学びの場
を構成するロボット〈トーキング・ボーンズ〉、
(d)言葉足らずな発話により、聞き手からの
助け舟を引き出し、一緒に会話を組織するロ
ボット〈Muu〉、(e)一緒に手をつなぎながら
歩くロボット〈マコのて〉、(f)他のロボット
を足場にしつつ、同時に人の手助けを上手に
引き出しながら、目的方向に進もうとするロ
ボット〈INAMO〉、(g)自動運転システム(Level 
3)とドライバとで、お互いの〈弱さ〉を補い
つつ、そのドライバをアシストするドライビ
ング・エージェント〈NAMIDA〉などである。 
それぞれの研究成果については、論文投稿

や国際会議・国内学会等で研究発表を行い、
数多くの賞を受賞している。 
主 な も の と し て 、 (a)ICSR2014 Robot 

Design Competition Finalist、(b)HAI2014 
Impressive Poster Award 、 (c)Ro-man2015 
Best Paper Award Finalist、(d)HAI シンポ
ジウム 2016 Outstanding Research Award 、
(e)HAIシンポジウム2016 Impressive Poster 
Award 優秀賞、(f)ICSR2016 Robot Design 
Competition, Best Robot Design (Special 



Recognition) Award、(g)日本感性工学会 
2016 年度かわいい感性デザイン賞 優秀賞、
(h)エンタテインメントコンピューティング
2017 ベストデモ賞、(i)ヒューマンインタフ
ェースシンポジウム 2017 優秀プレゼンテー
ション賞、(j)HAI シンポジウム 2017 最優秀
ポスター発表賞などがある。 
また、本研究で進めてきた〈弱いロボット〉

の提唱・振興に対して、平成 29 年度科学技
術分野の文部科学大臣表彰「科学技術賞」(科
学技術振興部門)を受賞した。 
本研究の成果の一部は、一般書(『〈弱いロ

ボット〉の思考 わたし・身体・コミュニケ
ーション』、講談社現代新書)、専門書(『不
便益 – 手間をかけるシステムのデザイン』、
共著、近代科学社)として刊行した。 
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